
 

審議会等議事概要 

 

平成２６年度 第１回滝川市いじめ問題対策連絡協議会 議事概要 
                                              

日 時 平成２６年５月３０日（金）１５：３０～１７：１５ 

開催場所 滝川市役所 ５階 庁議室  

出席者 

委 員：石名坂健二委員、齋籐雅治委員、舛井雄一委員、所和暢委員、 

齊藤秀希委員、山木傑委員、大石良明委員、米澤敬子委員 

会 長：小田教育長 

事務局：舘部長、吉川課長、小林主任級主事 

議 事 

 

１ 開  会       進行：小林主任級主事 

 

２ 教育長挨拶      小田教育長 

 

３ 委員紹介       事務局より委員の紹介 

 

４ 議  題       進行：会長 

（１）報 告  

ⅰ滝川市子どものいじめの防止等に関する条例の概要について 

ⅱ滝川市いじめ問題対策連絡協議会の組織等の概要について 

ⅲ滝川市立学校のいじめの現状について 

ⅰ～ⅲについて、吉川課長より報告 

質疑応答（特になし） 

 

（２）協 議 

 ⅰ滝川市いじめ問題対策連絡協議会の事業計画について 

 ・法務局の取り組みについて石名坂委員から説明 

 ・青少年健全育成条例改正について齋籐委員から説明 

 

質疑応答等 

①会長） 

子どもへのインターネットに対する効果的な啓発の視点について。 

委員） 

・不快な発信については保護者・教師に連絡する文化づくり。 

・不快に思う感度の違いを認識させる。 

例：仲間内での写真の共有→平気な子もいれば嫌がる子もいる 

  



 

②会長） 

ゲーム機等がネット端末になる実態、子どもの知識が保護者や教師を上回る 

現状を踏まえ、小学生のネット普及率について。 

委員） 

・ＰＣ、携帯電話の保持・利用率は低いが、保持している児童の利用時間は 

長い。 

・保持率が増えると利用時間に歯止めがかからなくなるのではという危機感。 

 委員） 

・子どものネット環境については、家庭によってかなりの差がある。 

委員） 

・一般的なネット端末でフィルタリングをしても、ゲーム機等で触れられる 

現状。 

 

 ③委員） 

ラインを使ったいじめの具体的な内容について、事務局に伺う。 

事務局） 

・書き込みが広がる＝加害者が広がる。 

・（ラインの）グループに入っていないため、被害者が気づかない。 

・グループでのいじめ、グループを外れたことで発生するいじめ。 

委員） 

口伝えから書き込みに変わっただけで、昔のいじめと変わらない。 

ラインが問題というよりは、子どもの本質的な問題では？ 

委員） 

・ＰＴＡ指導部の、子どもの見えない交流（ライン等）に対する指導の必要性。 

 

④委員） 

いじめアンケート結果について、パーセンテージの大きい「いじめを見聞き 

した」項目について、その具体的な内容の把握と取り組みが重要ではないか。 

事務局に伺う。 

事務局） 

・いじめを見聞きしたという回答に対しては、各学校で内容を把握し、対処の 

取り組みをしている。 

・内容や取り組みの分析と活用については、今後校長会等で提案していきたい。 

 

⑤委員） 

いじめアンケート結果において「今もいじめられている」と答えた児童生徒に 

対して、学校や教育委員会はアクションを取っているのか。事務局に伺う。 

事務局） 

・記名式なので、本人に直接話を聞き対応している。 

・低学年は自分が「いじめられている」と感じる範囲が広いため、それが反映 



 

された結果になるという現状もある。 

委員） 

担任と確認を取りながら、最終的にいじめか否かという判断をするが、過度に 

内容の精査を促すと、本来いじめと認識されるべきものが表れなくなる可能性 

があり、この点は注意すべきである。 

  委員） 

・問題行動調査によるいじめの発見・相談件数といじめアンケートによるいじ 

 め被害者のパーセンテージの乖離。いじめの発見について更なる注意を図る 

べき。 

 

ⅱ滝川市子どものいじめ防止基本方針の策定について 

質疑応答等 

①会長） 

必ずしもいじめに結びつくとは限らないが、児童虐待など家庭環境の部分での 

保護者への啓発や意識づけ、支援について。 

委員） 

・保護者へは多様なケースの対応、アプローチの仕方が課題。 

・教師が上記についての研修を受ける必要性を感じている。 

・虐待を受けている子ども自身に強くなってもらいたい。 

 

②会長） 

地域と子どものつながりについて。 

委員） 

・町内会組織として子ども会等の活動が難しくなってきている状況。 

・子どものことについて、高齢の町内会長同士が話し合っていることへの疑問。 

・少しでも役に立てることを・・・と思い、下校時の見守りを行っている。 

・主任児童委員は家庭訪問ができないため、直接子どもと関わることが難しい。 

・地域が子どもと関わる取り組みの一つ『合宿通学』の是非。 

   ※昨年度西小学校区で実施。今年度は東小学校区で実施予定。 

 

 ③委員） 

・たきかわ子ども会議の会場を各小中学校で持ち回り、該当学校の全校児童 

生徒が自他の学校の取り組みを聞き、検討するようにしたらどうか。 

 

 ⅲその他 

  特になし 

 

５ 次回の会議開催 

予定日：平成２６年７月１８日（金）１５：３０～ 

 



 

６ 連絡事項 

報酬及び旅費支払いのための諸手続きについて 

本会議の内容の公開について 

 

７ 閉会 

 

会議資料 会議次第 

                                              


